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研究実績 

の概要 

重症心身障害児（者）の推計値は全国で43,000人（2012年）であり、そのうち在宅で生活し

ている人が29,000人とされ、家族による介護が欠かせない状況となっている。重症心身障害児

（者）はてんかんや胃食道逆流症などの健康問題を抱えているが、特に便秘が頻繁にある。そ

の原因としては過度の筋緊張亢進、腸管蠕動運動機能低下、抗けいれん薬のような治療薬の影

響などが考えられる。便秘により重症心身障害児（者）のQOL 低下や、介護者の身体的負担や

心理的負担が増加するため、便秘改善の必要性が求められる。先行研究では、健常人を対象に

イソマルトオリゴ糖の摂取が、Bifidobacteriumの増加や糞便㏗の低下、短鎖脂肪酸の増加、便

秘傾向者の排便回数の増加などをもたらしたことから、腸内環境の改善と便通の改善が報告さ

れている。一方，腸内環境との関連も深い腸内細菌叢に近年注目が集まっており，疾患の治療

や予防を期待した腸内細菌叢への介入も試みられている．そこで昨年度，訪問看護ステーショ

ンを利用する重症児（者）を含む居宅療養障害児（者）を対象に，6週間の米麹甘酒摂取の影響

について検討した．居宅療養障害児（者）の便秘症状や腸内細菌叢の変化を観察することを主

眼に置き，調査実施施設内での運営や対象となる患者への配慮から，比較対象群やプラセボ群

を設置せずに実施した． 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

そして，居宅療養障害児（者）のうち重症児（者）10名を解析対象者とし分析したとこ

ろ，重症児（者）の便秘症状が軽減し，同時に腸内細菌叢の変化（Proteobacteria門の有

意な減少等）を伴う可能性を示唆した．また，介入前の腸内細菌叢の菌属レベルの情報を

もとに，腸内細菌群集構造におけるクラスター分析による菌叢パターンの類似性から群分

けし検討した結果，6週間の米麹甘酒摂取は，両群で便秘症状は軽減したものの，同時に

見られた腸内細菌叢の変化には，群間で異なる可能性を示唆した．一方，このパイロット

研究は，いくつかの限界がある．第一に，対照群が設定されていない．従って、6週間の

介入によって得られた便秘症状や腸内細菌叢の変化が米麹甘酒摂取の効果であるかどう

かについては，プラセボ効果を考慮した明確な比較試験を行う必要がある．また，パイロ

ット研究の解析対象者は10名であり，そのうち便秘に判定された対象者は5名に留まっ

た．このようなサンプルサイズも結果の一般化を制限する． 

以上の限界を踏まえ，本研究では，100名を対象とし6週間の介入を行い，介入群と非

介入群を設けた比較対照試験を実施している．新型感染症予防を第一に考え，研究者が対

象者に接触することなくデータやサンプル回収ができるように環境を整えた．現在もま

だ，サンプル回収を継続している段階である． 
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